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【追】図 45 

 

 

３）成果目標に対する達成状況 

野生動物及び衛生害虫が食中毒菌や家畜疾病病原体を保有し、汚染源として重要な役割

を果たすことが明らかとなった。野生動物や衛生害虫の汚染源としての危険度は、動物種、

生息場所、行動様式が影響すると考えられた。特に、ネズミやハエは、飼育動物が保有す

る病原体を媒介し、農場内（畜舎内、畜舎間）のまん延・拡散に関与したことが示唆され

た。また、キツネや野鳥など自由生活する野生動物は、農場内の病原体を拡散させるとと

もに、サルモネラやクラミジアなど病原体を農場に持ち込む危険性があることが明らかと

なった。このため、農場内の食中毒菌や家畜疾病病原体分布や野生動物・衛生害虫出現状

況を把握して、動物種や病原体の特性に基づく衛生対策が必要である。 

野生動物と衛生害虫の対策前後に実施したふき取りスワブからの食中毒菌や家畜疾病病

原体の検索結果では、カンピロバクター、豚パルボウイルス、豚サーコウイルス、牛ウイ

ルス性下痢ウイルス、ロタウイルス、クリプトスポロジウムなどが継続的に分離された。

しかし、リアルタイム PCR を用いた検査では、一部の農場で病原体の低減効果が示唆され

た。以上のことから、農場内に存在する病原体を安定して低減するには、野生動物や衛生

害虫の防除対策を実施するとともに、早期発見・治療・ワクチン接種など家畜への対応、

畜舎消毒など飼育環境への対策を実施することが必要と考えられる。 
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＜成果の概要の補足＞ 

１）豚農場由来材料における検査対象微生物の検出状況 

 

  PCV2 PPV BVDV 
Salmonella 

Camp STEC 
O4i- Infantis Nagoya 

衛生害虫 ◎ ◎ 
 

◎ 〇 
 

◎ 
 

ネズミ糞 〇 ◎ 〇 ◎ 
  

〇 〇 

野生動物糞 
 

〇 
 

◎ 
 

〇 〇 
 

野鳥糞 
 

〇 
 

◎ 〇 
 

〇 
 

環境スワブ 〇 〇   〇     〇   

〇：遺伝子又は菌検出、◎：遺伝子又は菌検出かつ環境スワブと遺伝子型が一致、Camp：

カンピロバクター属菌 

 

２）牛農場由来材料における検査対象微生物の検出状況 

 

 
BCoV BVDV PPV 

Salmonella 
Camp STEC 

Typhimurium Infantis Nagoya 

衛生害虫 
       

◎ 

ネズミ糞 
  

〇 
    

◎ 

野生動物糞 
        

野鳥糞 
   

◎ 〇 〇 〇 
 

環境スワブ 
   

○（糞便） 
  

〇 〇 

 

〇：遺伝子又は菌検出、◎：遺伝子又は菌検出かつ環境スワブと遺伝子型が一致、Camp：

カンピロバクター属菌 
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３）鶏農場由来材料における検査対象微生物の検出状況 

  IBDV IBV 
ヘルペス

ウイルス 

クラ

ミジ

ア 

Salmonella 

Camp STEC 
Infantis Manhattan 

衛生害虫 
    

◎ ○ 
  

ネズミ糞 
     

○ 
  

野生動物糞 
        

野鳥糞 
   

○ 
    

環境スワブ       ○ ○ ○     

〇：遺伝子又は菌検出、◎：遺伝子又は菌検出かつ環境スワブと遺伝子型が一致、Camp：

カンピロバクター属菌 

 


